
【１年生】前期中間試験範囲表 

６月２0日(金) Ⅰ．理科 45分 Ⅱ．英語 45分 Ⅲ．国語 45分 Ⅳ．数学 45分 Ⅴ．社会 45分 

 

科 範囲 内容 アドバイス 

 
国
語 

【考える内容】 

〇朝のリレー（巻頭） 

〇野原はうたう（p16、17） 

〇はじまりの風（P22～P27） 

〇ダイコンは大きな根？（P42～P45） 

 

【覚える内容】 

〇音声の仕組み、働き（p33） 

〇漢字の組み立てと部首（P38） 

〇p308「廊」～p310「魅」 

 

＊ワーク P1～27 P52～54（文法） 

【考える内容】 

・文章の読みとり問題（記号、記述） 

 

【覚える内容】 

・詩の形式を答える問題 

・漢字の読み書き問題 

・文を文節に分ける問題 

・文節を単語に分ける問題 

 

 

＊「考える内容」「覚える内容」に分けて勉強するこ
と。 

＊授業用プリントやワーク、ノート等を見て復習。
何度も繰り返し解くこと。 

＊テストの解答欄の記入の仕方を確認すること。 
 ※ワークP2～P3の『読解問題の「答え方」の基本

をおさえよう』と『「原稿用紙の使い方に従って」
という指示がある場合」の答えかた』などを見る。 

 
 
☆試験範囲のワーク点検 

＊ワーク P1～27 P52～54 

 6月20日（金）までに自己採点も終わらせて提出 

 
社
会 

○地理の教科書 

 ｐ６～ｐ４２ 

○地理のワーク 

 Ｐ２～ｐ２９ 

○歴史の教科書 

 Ｐ１０、２２～２７ 

○歴史のワーク 

 Ｐ２～５ 

 

 

【地理】 

第１編 世界との日本の構成 

 第１章 世界の地域構成 

 第２章 日本の地域構成 

第２編 世界のさまざまな地域 

 第１章 世界の人々の生活と環境 

 

【歴史】 

時期や年代の表し方 

第２章 古代までの日本 

 第１節世界の古代文明と宗教の起こり 

○地球儀と地図の特性は必ずおさえましょう 
○時差に関わる用語・計算は必ず出題します 
○世界の気候について、しっかり答えられるように 
しておきましょう。 
○時代と年代の表し方を確認しておきましょう。 
 
※勉強方法としてワークやキュビナに繰り返し取り
組もう  
 



 
数
学 

教科書    P１６～６５ 
 
授業プリント 整数の性質①～③ 
       正の数負の数①～㉒ 

・１章「整数の性質」 
・２章「正の数，負の数」 

○小テストを解きなおしておくこと 
○授業プリントの問題を解きなおしておくこと 
○Qubenaに取り組んでおくこと 
○P297からの補充問題/実力アップ問題 
 １章 １～６ 
 ２章 １～３５ も取り組んでおくとよい 

 
理 
科 

教科書 P１０～６９ 

 

ワーク（本誌）P２~２１ 

単元１ いろいろな生物とその共通点 

第１章 生物の観察と分類のしかた 

第２章 植物の分類 

第３章 動物の分類 

■ワークの問題を解くことで，問題に慣れておきましょう。 

■授業の内容を復習しておくこと。 

■教科書を読み、プリントを見直し、ワークを行い、余裕が

ある人はさらに問題をたくさん解くこと。 

※テスト当日、テスト範囲の学習ノート提出(提出は学習ノ

ート) 

 
英 
語 

・教科書 P10～37 
 
・Joyful Workbook P2～23 
 
・ワーク付属「語順トレーニング」P2～7 

・アルファベットの大文字、小文字 

・曜日、月、教科 

・自己紹介文 

・ヘボン式ローマ字の書き方 

・Lesson1-1～Lesson2-2 の本文の内容 

・リスニング問題 

・自己紹介は、名前、呼び名、好きなこと、嫌いなこ
と、好きな教科、ほしいものなど、授業で学習した
ことを書けるようにしましょう。 

・ヘボン式ローマ字については、特に注意すべきポ
イントをしっかり理解しておく。 

・配布されたプリントはしっかり確認しておく。 

・Lesson1-1～Lesson2-2 の本文は読んだり、書い
たりして、内容を理解しておきましょう。類似し
た内容の問題を出します。 

  覚えたかどうか、何度も確認をしましょう。 

 


